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1．言果題と方法  

中ほ射ま56の民族で桃成された多民族の閣家である。  

そのなかの溺族を除く，55の民族が少数民族と呼ばれ  

る。1990年のセンサス結動こよると，少数民族人口ほ  

9，120万人，金閣11．34燈人の8．04％を占めていた】）。   

少数民族のj習性は広大な全［川遡の63．7％の地域に散  

在している㌔ しかも多くの少数民族は国境地渾に居住  

し，民族によっては国境を越えて分断されていることも  

ある。「改革・開放」後，少数民族の集居地も全国の農  

村と同様，「家族都を負経営窯任制」を実施した。しかし，  

これらの地域は全i卦他地域に比べて，歴史的，地理的要  

因で経済の発展が依然として立ち遅れている。大多数の  

地域は未開発地屡に属するが，そこは天然資源の宝雑で  

もある。それゆえ，生態環境の保護を前提にして家族請  

負経常3）（以下単に家族経営と称する）各安定・改善し，  

少数民族地域の農村資源を開発し，その経済の発展を加  

速することば中国圏民凝溺の持続的な成長に麓嬰な役割  

を果たすだけでなく，国家的安定性にとって惑嬰性が高  

く，領地保全という点でも非常に硫安なのである。   

本研究は，現代中国における家族経常に関する様々な  

見方を踏まえ，個々の家族経常の実態分析を通じて少数  

民族貧困地域農村経済発腰の全体像を把握することを目  

的とする。   

この課題に接近するために，文献の研究，統計データ  

の分析を行うとともに，より員体的に雲両省政大の少数  

民族自治州である楚雄イ族自治州の大桃戯（雲繭省内  

73の笈園児の皿・つ）において，ここ数年，経済の発展  

が比較的尊いとみられる迅家店江湖村を対象として農家  

および村幹部のIi㌢は取りなどの現地調査を行った。これ  

らの調査研究によって，少数民族貧困地域の農村家族経  

営の現状，農業生産技術の水準，戯地及び基盤設備の建  

設等を考察する。特にこのような地域に特徴的な家族経  

営の仕組み，収益等を分析し，家族経常発展の三】三な制約  

蟹陸トを以下に明らかにする。更に，少数民族地域の農村・  

戯家の発展方乳 及び都市近郊磯村と比較した少数民族  

貧困地域の産業構造，資源開発 人材宵成の特徴を明ら  

かにする。  

2．家族経営の規模問題と地域格差   

（1）家族経常の規模問題   

「改肇忘・開放」後，家族芸薄負経営薯任制の下で，家族  

経常は戯楽手箋三度を発展させる主役と考えられた。しかし，  

ここ数咋来，戯村経済，特に郷鈎企業の急成長に伴い，  

今lヨのような窄寿肌 分散の‡封言職制の下での個別・小経営  

でほ，12憶人の人lニ1を支えることばできなくなるとい  

う声が学界から出されてさた－㌔   

節10回申Ⅰ司農業貌暗視察団報誓によれば，人民公社  

から家族経営への移行によって，戯民の生産意欲が向上  

した準面，磯遡の使用権を家族人仁＝こ応じて均等に分割  

し，1人当たり経常桝地蘭機は15．3a，1戸当たり6臥9  

a程度のため，経営の零細鮭を助長した。中国政府の農  

薬研究機閣「恩村経済研究センター」の劉光明氏は「第  

二の飛礫（もう山一＝・図集団化する）が必要」と指摘する。  

しかも，「農民自らの内発的な意志に基づく集団化の方  

向」を期待する5）。   

中国の沿瀾凝蘭，大都市近郊の戯村には，郷銑企業が  

発適しており，農村労効力の大半が慮外塵戴に移った。  

そのため，沿海地区の・・一部の地域では日暁闇（飯米用地）  

だけを耕作し，烹任仕】（供出欄敷物用地）の管理・運儲  

は，村営集ほ患場，盛業機戯作薬サービスステーション  

或いは専業農家などに委託している鹿家も多く生まれて  

いる。  

1987年に共産党中央委員会は条件の朝～ぎわった地域で  

計画的に戯地の集約的経営の実現を模索していくという  

方針を提起した。1991年以前においてはその進展はき  

わめて緩慢であった。1992年以降になると磯地利用樅  

の流動化と適正規横経常の進展は著しく加速された。  

1993年時点で江蘇省無錫賂，常熱市，肇瀾では農業労  

働力1人当たり雪ま均経営面機が1ha以上ある遵地経営  

体（村営集団戯場，盛業組合，家族経営彪麹など）は  

2，816まで増えていた。北京市の噸儲蘭では1993年ま  

でに，全排他のうち矧頚農場が経営する食槻生産用地が  

全体の62．8％を占めるまでになり，そこでの戯楽労働  

力1人当たりi汚均経営面機は9．8haという大きなもの  

であった。山東省のJlま皮市では1988～1993年の聞に  

8，929戸の戯家が遇地利周権の貸借を行い，2．3万ha  

の農地の集積を進めた㌔   

しかし，これらは決して中国の全体像ではない。内陸   
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（3）小規模経登濱魔の理由   

金沢夏瀾教授によると，経常規模拡大の優越の原則は  

次のようである。①大規枚化で緋地の境界線が少なくな  

り，労働が節約。②材料漁その他，役畜鷺の完全利き附こ  

よる節約。③大型機械利用が可能。様瀾朋㌔ 釧水などの  

大規模な役職が可能。⑤分業の利益，科学的指導及び訓  

練が可能。⑥壷箸翳乳上及び信用上の利益㌔   

しかし，内陸，辺境灘層磯村の應葉柄造，避消択鋸胤  

労働力の就基∃犬況は沿海地区と占蟄なっているため，次の  

ような規模拡大の制約要図がある。   

箪血に，農村労働力は農外産敷こ移りにくいこと。例  

えば戯村労働力のうち，駿・林・顧慮・漁業に従軍して  

いる労働力蛛∴沿海地区及び大都ず】了近郊では上海28．4  

％，北京犯1％，天津47．6％，広東53．3％，漸江54．6  

％，江淋55．6％である。それに対して内陸，辺境地区  

ではチベット93．9％，新弓鼠90．7％，雲禰88．9鯨，鹿州  

85．8％，内蒙古85．3％，吉林85．2％，瓢竜江82．35％，  

‡当川76．9％，湖南76，7％，などである9）。   

要するに内陸，辺境地区の農村労働力における農薬に  

従事している人口は圧倒的に多く，農村労働力移転の受  

削】11が少ないのである。   

節二に，基盤が末整僻で規模拡大の利点が発揮できな  

いこと。掛中共同駅儀による実態分析『改革以後の朝≡裏芸l  

戯村社会と経済』は，中国の内陸省である安徴，湖級  

河南などの農村家族経償の現状，遮邦利用樅の調整など  

について詳細な実態分析を行った。この分析によると，  

これらの地域は機械化の程度が低く，漕級，排水などの  

大規模な設備が揃っていないため，固定蟄を節減して最  

適集約度を追究できる余地は小さい。例えば，安磯儀で  

は規模（30a以上）が大きくなるにつれて主に労働力没  

入が低1rし，土地塗魔性及び労働生産性が共に低下する。  

湖南省や河南省では排他商機50aないし60a以上の患  

家において役畜利用への傾斜がみられた。また規模が大  

きくなるにつれて労働力や肥料の投入が低下して土地生  

産性が下がる三0）。   

要するに単純な規模の拡大と共に作業の粗放化，栽培  

技術の粗放化が進んでいく。   

第三に，内陸地区では免震焼金業が発達していないため，  

戯民の農地に対する依存度が高く，敷地を耕すことが大  

多数の戯民にとって生計を立てる主な手段となっている  

のである。   

地区，辺境地区，特に少数民族集層屡の磯村で隠．鋳蘭  

公衆が立ち遅れ，ほとんどの農村労働力は農業に就業し  

ている。そのため軍紙 分散の小規模家族経常は依然と  

してこのような地域の社会的生産力に過した伝統的なl∃  

給自足に留まっている。それゆえ，これらの地域におい  

ては小規模家族経営の安定，質の向上がまず第山に必要  

だといわれている。   

経営現職の拡大に関して学者，政府の閲孫者の聞に  

様々な論争がある。ここで適正規模経常を主張する規模  

拡大派と小規模経営の安定を強調する規模維持汎 両派  

の論争の軌汰を紹介しよう。  

（2）経常規模拡大の即應とメリット   

ここ数年閣で沿海地区，都市近郊に適正燥撞経営が急  

速に発展してきた難由としては次の点が挙げられる。第  

山に，近棒，経済発遵地域で愈板生産の生産性が著しく  

低下してきているが，地域の実†削こ応じて適正規模経営  

を行えば土地生産う軋 労働生産性及び愈機販発率を引き  

上げることができる。第二に，農薬生産を安定させるこ  

と，特に食後整‡三疲を安定させ，磯地の荒廃を防止するた  

めの対策として，地方政府や村が適正規模総督を実施す  

ることを強く求めるようになった。第三に，経済発達地  

域で地域的な農業サービスシステムの整備が進んでいる  

こと，地域的な社会保障制度の敷僻も始まっていること，  

さらに脇外部門への労働力の流動が速まっていることな  

どである。   

規模拡大のメリットは，主に次の言乱塩が挙げられる。  

第泄一に，土地生産性が向上したことである。上述した江  

蘇省商都の3市・県で行った消査結果によると，適正規  

模経常の対象となった耕地の大部分は集落から遠ざかっ  

ていたり，あるいは収嵐の低い耕地であったが，1haあ  

たり平均の収麹は現地の普通の農家の経常地より高くなっ  

ていた。その差は】〉992年に201．馳gであったが，1993  

年には526．5kgに増加していた。第二に，労働生産性  

が向上したことである。1993年に上記3市・県では適  

正規牽嚢経常における農業労働力ーリ＼あたり平均の食後法  

度は23，000kgと潜通の農家の2．9倍であった。また，  

農業労働力一人あたり平均の所得は地元の一般的な工場  

労働者の所得の2．2倍であった。第三に，愈魔の販売率  

が高まったことである。3市・鷹で普通の戯家の食糧の  

販売率は26％程度であったが，規模拡大経営を行う農  

家の販売率は平均で95％であった7〉 
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（4）地域による経営観械の差異   

上述した両派の論点からみて，沿海地区，都市近郊戯  

村と内陸，辺機地Ⅰ真農村はそれぞれの特徴があって，  

「揚艮避短，発揮優勢」（長所を揚げ，短所を避けて優位  

性を発揮する）が大部である。沿梅地区，都1鞠隠維駿村  

は，労働力の受け皿，ヨ浣盤整1胤 社会保険制皮などがあ  

る程度盤えているため，戯民の悪意を尊蔓するうえで，  

商品経済発展の流れにそって耕地をゆ心とした生慮要素  

を再編し，家族経営農徽 村i鑑営農胤 あるいは受委託  

を適した作業で経営規機を拡大させることは容易である。   

山方，矧隠∴払隠■鋸乳殴村では経営観横拡大の条件が  

揃っていないため，全般的にみれば，現段階で経営規模拡  

大を追究することば難しい。従って，これらの地域では当  

面，資源状況，経済条件，農民の生産習慣などに基づい  

て，小規模経営を前提とした多角経営を発展させ，経営  

水準を向上させることが課題である。しかし，この数年，  

鰭幾企業，特に私有企業の発展に揮って，血灘の地域で  

は少数の農家は栗任1］ヨの管班い運営を別の農家に委託す  

るケースが生じている。こうした傾向が進めば，将来，受  

托された彪家は少しずつ耕地を集精し，厳寮経常規模を徐々  

に拡大させることが可能である。  

3．調査地域の最近十年間の経済発展   

（1）繋繭省調査対象地の特徴   

雲両省ほヰ憾1の漸南部に位置し，典型的な多民族・多  

山地の辺境省である。雷雨省に属性する25の少数民族  

（4，000人以上の民族）の人Ⅰ二iは，省総人口4，041．5万  

人の3分の1（表1），【Ll地面鵜は省総面積39．4万km2  

の94％を－Jiめ，国境線は4，060iくmに適し，べトナム，  

ミャンマー，ラオスと接している。峯南省127県（市）  

のうち，少数民族白滝灘戌世鳥8の民族i計治州の59県  

と20の民族‡≡】治日詰，合計79珪琵あり，62．2％を占める  

（表2，3）。25の少数民族のうちには自（ペー）族，タ  

イ族等，15の富商省のみに存在する少数民族がある。  

段多のイ族の人口は42乱6万人に遷し，13の少数民族  

は‡司燈触欝に屠焦している。少数民族人目は公僕で広西  

壮淡白治区に次いで二番目である≡3）。  

1996特に富商少数民族自治地方のユ瀾総生産額は  

237，4億元，農業級空室三度鰍ま172．6元 それぞれ雷繭省  

の29％と57．6％を占めた（表2，3）。   

雲商省の少数民族集居区の農村，時にイ族の集屠区を  

綱姦，研究の対象とすることは［jl固少数民族地域経済の  

研究における十分な代表性があると考えられる。本羽森  

対象地はイ族が集屠している貧困地域の江頭村である。   

イ（靡）放とは中国西南部に広く分布属性し，同地域  

の少数民族の申でメ投も多くの人】＝‡を擁する少数民族の′′′・  

つである。かつてほ淡族からロロ（羅霧），イーレン  

（爽人），イージャー（炎家）等と称されているが，その  

蔑称としての〈爽〉 に代わり，同音で良い意味の凍る  

〈舜〉が民族の統…M一名称として申準人民共和国成立後に  

採相された。たが，実際には〈舜族〉に統合された各集  

団（支系）の形成は複合かっ複雑である。天測すれば，  

果イ系統，サニ・アシ等の系統，‡‡ヨイ系統，そのほか他  

称も入れると100以上にも分岐する13）。  

（2）窓園地域の江湖村   

江頑村は，室蘭省の省都である良明市から32蝕m削れ  

澄雄イ淡白治州大跳び込題家店郷の－・つの行政村である。  

この村の農家は216戸，人口は牒7ユ人，そのうちイ族は  

58％を占めている（表∠り。面積は37．4km慧，そのうち山地  

は99％に述し，櫻商は政低1，320m，段商2，100mで，8  

の合作祉のうち，5の祉が村外とっながる遺のない，典  

表1繋繭省民族別の人【二1（1996年）  

民族別  山  人口  割合  民族別  人口  割合   （万人）  （％）   董（万人）  （タ石）  合   計  4041．5（）  100．00  成（チベット）族 11，82   0▲30  淡   族  2611．58  66．80  筑鎖ミナンポーき鮫  ぎl2・31  0．32  沖（イ）族  423．64  10．84  E舶＝プーランき族  8，57  0．22  自（ペー）族  t4】．45  3．62  管楽（プミ）族  3．1l  0．08  噺己いエ）族  130．58  3．34  怒（ヌー）族  2．64  0．07  枚（チェワン）族  106．37妻 2．72   弼貴くアテナン）族  2．98  0．08  タ イ 族い08．47 2．77    基吾㌍け巨）族  1．79  0．05  ヂだ（ミャオ）威  92．47  2．37    徳掃（げン）族  j．67至 0．04  リ ス 族  5臥72 1．50   栄吉（モンゴル）旗  1．33巨 …3  回   族  57．40 1．司7   到瀾（き、可ル）族 0．56   0．0ユ   
ラ フ 放  服．52 1一06   満  族  0．69  0．02   

36．36  0．93   き水（スイ）放  0．85  0．02   

ワ   族             納酎ナシ）妓  28．60  0．73   要職けイ）族  ：i．79  0．ユ0  援ミヤオ）族  18．tl O．46i   他 q）族  】．99  0．05   
た】三〉㌢憲両省統計年鑑劇編集委員金網『，97慧南街統計年鑑』に  

より作成   
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表2 室繭省少数民族闘酎地方の基本的状剖（1996年）  

鄭則摘㈲  

（万元）  

人   lコ 巨劇蘭  

（万人）霊向暑の％（方元）  

土 地 面 積  

（k戒） 富商省の％  
岬】「 仙  

矧6 2，374，‡73】，726，293  

蔓盲 37．5 蔓2，045，081巨】，303，940   
計 70．2  

服．L  

7．4  

a．d  

6．2  

5  

7．5  

2．9  

3．7  

6．1   

コl．t   

O．5   

1．1  

1  

0．5  

1．1   

0．7  

0．9  

l．4   

1．i  

2   

1．】   

0．9   

0．5  

ご∴？  

い．・l  

】．9  

1．6  

0．6  

1   

【）．（う  

193，686  

柑58年小甘ほ目129，258  

1957年11月181ヨ 32，931  

1958年4月51ヨ 32，239  

1953隼1月24日邑19，700  

19碑＝月22日堅29，459  
195揮7月2摘…1l，526  

1．自治州小計  

光雄解版自治州  

紅河嘲己族蝉旗印鮒、l  

丸」」吐族苗族自治州  

西双版納タイ族自治州  

大理白魔ほl治州  

徳宏タイ放尿廟鷹泊綾州  

怒江リス族月経洲】  

辿慶チベット旗日治州  

乱闘酬欄外の】き】治馴、計  

路繭弊族‡ヨ治県  

禄勧靡凝ばl治殿  

尊覇膳l族頸族‡至i治戯  

峨山鯵族自治県  

新平靡族タイ族iヨ治叔  

元江喰尼族鯵族タイ掛舗溜  

普掛唸尼族弊族自治県  

窮江崎尼淡白治燦  

凝東靡族自治叔  

菜を谷タイ族称族‡知唐風  

猿黍鯵族喰尼族ラフ族lヨ治倶  

江城崎礎族頸族‡ヨ治裏話  

孟遵タイ族ラフ族ワ族自削誌  

瀾漁ラフ族自治県  

西盟ワ淡白治県  

麗江納西族自治県  

寧誤解族i三l治蝿  

双注ラフ族り族布期族タイ族自治県  

駄馬タイ族り族自治憬  

治源ワ族自治県  

215，050  

277，890  

189，549  

174，3月5  

279，g150  

106，146  

31，328  

30，182  

服2，353  

23，612  

33，／iO9  

28，8】1  

16，093  

28，306  

22，1（）7   

L6，637  

17，298  

34，073  

別，896  

17，177   

8，Ⅰ54  

！2，764  

27，681   

4，527  

25，97ノI   

j7，294  

12．253  

37，990  

13，297  

473，421  

Bl右696  

127，431  

49，899  

422，2射  

】Oi，693  

fi 

9．5  

7．7   

コ．】  

7，9  

2．4  

1、1 蔓  36，717  1954年8月2引三l  

ユ957句三9月13「ヨ  

1956年12月i引ヨ  

1965年】1月2引ヨ  

1979年i2月20日  

1951iF5月12‡ヨ  

1980年ユり〕2引ヨ  

1980年11月22‡二1  

1985勾当2月ほ日  

1979年jl月28l二‡  

19B5年12月20‡‡1  

1985年12月25日  

199囲三5月i51ヨ  

1954年5月ほは‡  

1954年6月16【〕  

1953年4月7【‡】  

j965咋3月51三】  

1961年′＝ヨ10蔓ヨ  

柑56咋9月201ヨ  

】985年12月30日  

1955年10月16日  

196哨三2月2馴］  

12．2  旨 329，092  

21，641  

日，8J11  

1軋707  

30，973  

32，289  

3箋，449  

2】，730  

8，379  

13，621  

22，966  

10，L25  

3，327  

6，769  

17，588  

1，527  

28，291  

6，252  

7，506  

24，373  

6，53B  

た】三）表1さ主ミ）と同じ  

‡知姶良屁ず小脳経済の下で，村民は外部との交流がば  

とんどない閉鎖的状況で暮らしていた。農薬技術の普及  

は曜祝され，水利施設などの農薬生産去ち恨も整備されて  

いなかった。主要な金種雅物である稲作では作付而翔は   

型的な少数民族の室捌削】村である。江朝雨は中心都市か  

ら遠く離れており，圧Llが険しく，交通不便，人の蟹の  

低さ」などのlヨ鮒軋 歴史的なl矧雛）jj猛轡を受けたため，  

経済の発展ほ艮兼併に立ち遅れていた。  
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表3 少数民族暮ヨ治地方の〉ニl三な経済指標（1．996年）  

注1）表1珪）と同じ   

2）民族良治地方（瑠h ナ】i）に各民族自治州が驚緒している59のり込，rf亨を含める。  

狭く，しかも酒量親水が操縦できないため，酬又は低かっ  

た。トウモロコシ，小変は「広機薄収」（沢山作付をす  

るにもかかわらず，収煩がわずか）によってある程度と  

れる机 単収は非常に低かった。嘱山一の商品作物である  

煙輩においても作付面積ほ狭く，品質はよくなかった。  

また，家畜の場合には，少嵐の豚しか貰っていなかった。   

薄から，これまで「有女不嫁大江漁 餓死老鼠渇死隼」  

（娘を江磯村に嫁がせない，尉が餓死し，隼が渇いて死  

ぬ）という諺が流行っていた。村民の8測はlⅦ吃撞罰整返  

納，花銭訪ミ黛款血≦（愈槻は政肘からの補助金槻，お金の  

支払いは倍捕食作祉からの貸金に頼って生活を維持する）  

という射舌をしており，毎咋、区から貰った「i釧至瀾＿j  

（補助金瀾）は9万1将に透し，自分遵の集塵した米，  

トウモロコシは僅か半年の生活しか維持できなかった。  

ほとんどの村民は5月から10月まで「通約槻」（1人当  

たり700g／目）に頼って生活を送っていた。1982勘こ  

江離村は芸商省各地の農村と同様，「家族清負経営費任  

制」を導入した。従って通家偶人民公社が解体され，人  

民公社は通家店郷政府，焦慮大隊は江頭村忍頑（役場）  

などの行政村，生塵隊は農業生應合†′縫ヒにそれぞれ変わっ  

た。各合作祉（元の生産隊）は村の桝地を等級によって  

「上，申，下」均等に配当し，「タき，女，象 少」にj装一係  

なく，家族の人数に基づいて1人当たり1．2ムー～1．4  

ムー（1ムーー・二＝＝6．7a）で農民に委紀し，渦冊■負わせた。  

桝地は生産力により，三等級に分けた。食粕（米ヰ小変，  

或いはトウモロコシ＋小変）の年生劇漁5501tg／ムーを  

山劉払400iくg／ムーを二等地，200】唱／ムーを三等地  

とした。排他の清負を適烏て戯楽の触要路主樅，経営百  

三‡三搬をある程度戯家にもたせ，農民の鎮座恵欲を呼び起  

こしたが，江頭村はもともとの生成条件の懇さ，技術の  

遅れ，経済発展の基盤が脆いため，郁雄逓郊の農札 淡  

妖艶屠の村と異なって依然として「吃糧館遅鈍，花銭凝  

貸款」の貧乏な鋸舌を送っていた。  

（3）地域経済発展の契機となった基盤建設  

1986準に村役場ほまj二頭村のf当然資源，壬J三産条件，労  

働力の状況を許しく調べて分析した。水利，竃盤，道路   
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満（土水溝）も整備された。そのため，澱寵の水田蘭瀾  

は1986年の8．51haから1996年の39．9311aに増加した。   

また，村ほ「災団，個人十路上，維建推管維所覇」  

（村と合作祉及び戯民個人は共にあるいは個々に投資し  

て水利施設を建て，所督し，管理する）という建設方針  

を採り入れ，矧乳 個人の水利建設を奨励した。これま  

で集団と戯家によって山蠣のあちこちに56の貯水池が  

作られた。そのうち集闇lが建てた貯水池11，個人が建  

てた貯水池は45で，総貯水駿は840m3である。6m3の  

貯水池があれば，トウモロコシ1ム「の用水が十分保証  

される。   

水利施設の建設に取り組むとともに，竃範施設の整備  

もスタートした。19B9年から，村は，前後か同にわたっ  

て村民から17．7方元を先金し，また通家信郷政府の援  

助金5万元首得て，官暖気施役の建故に投入した。1996  

年までに変圧著浮を5倉，商£だ遷宮接線を】上8lくm鶉整備し，  

「家家戸戸」に肇暖気が通るようになった。  

（4）動き始めた商品経済   

水利施設の改掛こ伴い，水田の面積は拡大され，畑へ  

の給水状況もある程度よくなった。村長によると，1986  

年は1996年と比べて，主な食糧作物である水稲，トウ  

モロコシ，小変の1ムー当たりの単収はそれぞれ180kg，  

120lくg，511噌から550kg，470kg，17蝕gに増加したと  

いう。ここで注恵を要する糾ま，村長に提出された  

1996年の食糧作物単収の数字が江頭村『戯村賂J獲き統計  

年報給食報表』より高いことである。この総合軍報は各  

生産合作社の会計員が提供した統計表をまとめて作成さ  

れた。会計鼠は農家‡当身の申告数等㍑蘭吾いて合作社の  

統計表を作った。しかし戯家のl甘脅した数字は実際の水  

準より低い傾向があることを調査中に感じた。  

1996年に江頭村の愈複線凛慮瀾ほ4L5方kg・に透した。  

固への公余幌3．75万1くg，椰用穀物2．6万1噌，飼料用  

敷物4万Ⅰくg及びその他0．33万kgを差し引いて，遊民  

のl訂幌（食用敷物）は弧6万kg・に達し（豪5），ユ人当  

たりは3541igとなった。愈綴の売上げは8万元であった。   

愈複の増敵 将に飼料用敷物の増加に従って豚を］三と  

した畜産業の発展が促進された。乱 普通の農家は旧正  

月に肉を食べるため，豚を飼養したが，貧しかったため  

に1～2頭の腺しか飼基できなかった。しかし，現在農  

家－】肌一戸当たりの飼沓豚数は坪6鰍こ透した。そのうち，  

2鎖は眉家消費，1頭ほ販売，3頸の小豚は残って来隼   

等の基本的な生産灸件が揃っていない限り，止朝岡鳩慄  

瞥源への開発は不可能だろうと改めて認識し，「水利興  

陰 極畜発展，林果開発，経済振興」という16字の生  

産方針を拉起した。水利建没を経併発展の突破＝として  

取り組んでいる。村ほ上級政府の支援を積極的に取り入  

れるとともに，より農民大衆の力を東祝し，戯民による  

「投ニ‡ニ，投労」（無償で労働を紐状する出役）を動員した。  

それに応じて農民も水利施設の建設を‡当分たちのことと  

して前向きに参加したl■i〉。   

楼蘭2，000mの山頂にある江頭村の上村合作社ほ  

1991年から様々なルートから4，05万元を集金し，水利  

建設に投じた。そのうち農業銀行の借款1．65万元．戯  

村金融信用祉の倍款1．3万元，現政府扶持矧奉l弁公箋の  

補助金1．1万元であった。また，この合作祉62人の労  

働力の1人当たり毎年戯閑娼ヨの出役は35＿J二（35労働‡ヨ）  

に透した。上村合作社は外と繋がっている道路がないの  

で，セメントなどの建築材料をすべて人が背負って山腹  

から山頂にぷんできた。地元の農民は絶えず労力して4  

年がかりで，やっと1995年に貯水3．6万m3の縄目ダム  

を竣二l二し，故少の代価で放火の成災を収めた。園水魔麿  

の試算亮よると，このダムの価値は58万元（1元≒16  

門1997年10月）に達した15）。上村合作祉の楊有畿社長  

の詰によると，ダムの竣工にイき】まってlこ柑合作祉の簡配水  

野面積は114haから5．761旭に増加し，水稲の£】ま収（1  

ムー当たりの産出蔑）は150kg・から5501くg，トウモロ  

コシは150kg・から3501将にそれぞれ増加した。  

1991年にほ，上村合作杜は固による公余糧の任務  

（公糧は農業税，余糠は有料教務陵）が免除されたほか  

に，毎年同家からの返納槻を1万lくg受け，村外から食  

糖を1．5万kg買ってきた。しかし，現在では転科萎＝こ  

公余糧を3，8751くg（公槻2，900kg，余糧9751くg）納めた  

うえで，村外に1万1くgの食糧を売っている。   

江頭村ほ1980年の「改革，開放」，特に1986年以亀  

川のながれに沿って11ケ淋こ小型ダムを建てた。その  

資金25．68万元は闇の補助金20．4万元，銀行などの倍  

数4．08万元，農民による集金1，2万元と様々なルート  

から集めた。そして農民による 室山義務出役。Jを9．37万  

労働日動感し，1958咋の「大躍進」に貰った唯血▲のト  

ラククーを使ってこれらの事業を速成した。ダムの総貯  

水蒐は57．9万m3に遷した。しかも，ダムの建般とセッ  

トにしてパイプ漕ぎ親設備を12，600m敷いており，排水  
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薮4江頭村及び各合作社の基本状況（ユ996年）  

耕地面概（ムー）    盛栄当たり（ムー）   

104（20）  ）  労働力  如‡l如 j鮒    水川l畑 鮒   89書160    2．7屋 3．4塁 6．1   
Ⅳ  

朋  29  73髪 2．8   1．8  づ．6   

35  47  82  1，8   

56    108  2．1   江∴頭＋1：社  26      7・l  7i書         江∴頗 2 祉  58  233（30）  】49  208妾 226萎 434巨 訂盲     3．9  7．5  桃湾 河 祉  妻 16  65（0）  43              mヒ 村 町  長  23  96（85）  62  l10  34  1叫 4．8   1，5  6．3  サ ラ ム 祉  i9  79（90）   57           2，5  月．3  トウラム】社  27 喜L16（90）   66    田      1．9  4  トウラム2祉  29    113（90）   66  75  70  摘5  2．6  2．イ  さ   
トウラム3祉妻  j8  65（90）  39   25  服  73  1．4  2．7星 4∴1   
村 政 営室     ぎ  

4   7  室 ほ   

注1）江彊i村『1996咋農村ヨ遺憾統計年報綜合報表遂による作成。   

2）耕地蘭概に農家が【当らで開墾した排他を含めていない。   

3）1ムー芯6．7a   

4）労働力は労働人【：】から学生と身体障害者を差し引いた実際の労働省である。   

5）人「！に－jiめるイ族の割合は村長からの聞き取りによる。  

表5 愈穆の塗腰と配分の状況（1996年）  

江頭1祉妻 56，272  4，150（7．4）  3，090 

洋二郎亘 2 祉167，122   

桃 湾 河 祉 2S，068  3，388（j2∴】）  1，950（6．9）  2，990（10．7）   

上 村 祉 46，926  3，875（8．3）  2，880（6∴1）  茅 4，416（9，4）   

サ ラ ム 杜 22，563  2，828（】2．5）  2，370（抽5）  3，634（ユ6．1）  300（l．3）  13，431（59．5）  トウラム1祉 27，j68  4，176（15．4）  3，450（12．7）  5，290（19．5）  437（1．6） j3讐815（50．8）  トウラム2項鶴660  5，352（13．2）  3，390（8．3）  5，1・98（12．8）屋 429（i．0）套26，291（64．7）   
トウラム3祉… 紬071  2 

，粥2（12・3）姜1，890（7・9）   3，0ま6（12．5）妻 245（1．0）き1沼68（66．3）   
村 ぬ 営岳1，7dO  

注）豪∫1日ミ1）と同じ  

既に売ったり，自家消費をしたりする。簡土爛率（本年  

度の出荷とl杢l家消費の頭数÷年初の組頭数×ユ．00％）50  

％である。   

村の「欝農務錐管評所有」（植崩して，管理すれば，そ  

の人のものになる）という奨励政策の下で，多くの農家  

は，1986科こ養蚕，199】〉年に栗を，19銅年に胡桃を植  

え始めた。山にある豊富な野パ子花（野生植物の俗名）  

の資源を利用して，養蜂をしている戯家もある。現礼  

桑樹の面積は595ムー，栗木は709ムー，胡桃は120ムー  

である（表6）。また相良によれば，養蚕戯家は64戸に  

適し，東根農家は63戸に発展し，胡桃植農家と養蜂農  

家もそれぞれ7戸と】6戸ある。   

また，電気施設の改革に従い，精米所，醸造所などを  

経営している農家も出てきた。農民1人当たりの年所得   
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は1986年の274元から1996年の767元に増加した。  

「吃根深返納，花践奔放欽」の貧困な生活にやっと終止  

符を打っことができたのである。藤村経済は貧困な「救  

済型」から‡∃給‡至‡足の「温飽型」（食べ物，潜物に関し  

ては支障がないが，お金の余裕がない）に変わり，さら  

に商品経溺の軌道に乗りだしている。それにもかかわら  

ず，江東村は集団の郷鋳金塞が存在せず，付加柘植の高  

い第二次，第三次産業が発透していないため，経済発展  

水準は富商省で依然として低いレベルに属している。蛋  

商智の先進地域の戯村はもちろん，一一般の漢民族地域と  

比べてもかなりの開きがあり，しかもこの格差は郷銭金  

米の発遵の程度によって拡大する傾向がみられる（l当1）。  

4．少数民族山村家族経営の特徴及び主幹部門の所得分析   

（1）家族経営の特徴  

1）感光の蚤要腰   

江頭村では，醸造す 檎米所などの小型加工役櫛を持っ  

10敷戸の戯家以外のほとんどの鹿家は威光部門を中心と  

して家族経常を展開している。1996年に戯家1戸当たり  

の粗収益は6，476元，そのうち戯発からの粗収益は92．6  

％に達し，工業などは健か7．4％しかなかった。村労働力  

558人のうち，農業に従軍している人は95．7％を占め，戯  

外産業に勤めている人は僅か4．3％しかいなかった】6〉。  

袈6 江滅相及び各合作祉の生産状況  

項‡∃  主な愈槻作付面積ムー（単収kg）煙尊作付商機   

変  トウモロコシ ムーぴi温収kg）   村・祉  稲 作いj、     江 面 j寸  400（481）要410（152）  260（480）董 540（95）  江頭1社  52（487）…56（154）  36（486）長 68（同上）  江頭 2 社  170（488）181（155）  94（488）塁164（′′〝）   
桃樽 河 社  34（488）書38（160）  8（481）髪 29（”〝）   

上 村 祉  50（4SO）53（150）  23（484） 6a（〝〝）   

サ ラ ム 社  25（469） B（130）  1月（486） 40（〝”）   

塁  妻        巨   塁   トウラム1社  23（460）≧24（127）  18（479）竜 64（〝〝）  トウラム2祉  30（480）…32（133）  35（489）塁 77（〝〝）   

トウラム3祉  13（460）い8（116）  28（486）塁 30（〝〝）  村 政 常  3（300）巨  4（210）…   

菜   園  幾  豚 （頭）   養 蜂 群（箱）   

桑園ムー  生繭1唱  面積ムー  生度数短  年末規模  当年出荷  年末養蜂  蜜蜂1くg   

江 頭 村  田  2，232   709  848   563   120   600   

江面†社  102  】，600   210   500   139   63   33   165   

江頭 2 社  200   632   149  269   258   43   215   

挑湾 河 社  107  

上 村 祉   20  68  76   54   10   50   

サ ラ ム 祉  40   55   

トウラム1祉  43   6   30   

トウラム2祉  39   3   

トウラム3祉  

村 麗 常  273  
78              35    85  

140    8i  

30   70  

注）表4注1）と同じ   
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蔑は籾米913．9iくgであった（表4，6）。1ムー作付の生  

産鍬ま647禿であり（表7），単収を精米340kg／ムー  

で計算し，精米1kg2．1元の価格（1996年の市場価格）  

で売った場合，稲作の1ムー当たり粗収名義は714元にな  

る。1ムー当たり所得は粗収益から物財費175元，減価  

償却費20克と雇用労賃40元（‡孔植え20元，収穫20元）  

を差し引いて479禿で，虚家1戸当たりに稲作からの所  

得は910．1禿であった（表7，涙12）。  

（診 ′ト ま   

戯家1戸当たりの作付商機は1．9ムーであるが，生塵  

厳は健か288．8kgだけであった（表4，6）。実際，江滅  

相では小変の作付では，採算に合わないが，豚，牛を飼  

養するための飼料として，小変を栽培している。  

1ムー作付の無用は260元であり（表7），烏‡ま収を  

152kg・／ムーで計算し，11（gl．6元の価格（1996年の市  

場価格）で売れば，小変の1ムー当た町粗収益は僅か  

243－2元のみで，1ムー当たり所得ほ粗収益から物財費  

110克と減価償却磯10元を差し引いて健か123▲2元し  

かない。江頗村でほ小変棚には厩肥の施肥，除輩，薬剤  

散布を行わず，それに礎月］労働者も必要としない。した  

がって農家1戸当たりの小変からの所得は234．08禿で  

あった（表7，園2）。  

③ トウモロコシ  

トウモロコシは家族経常において稲作に次いで亜安な食  

擬作物である。戯民はトウモロコシから皿血走の収入を得ら  

れるため，生産の意欲が高まっている。農家1戸当たりの  

作付面積は1．2ムー，生産恩は5761くgであった（表4，6）。  

1ムー作付の費メ馴ま376元であり（表7），一単収を  

480kg／ムーで計算し，1kgl．4元（1996年の市場価格）  

で光れば，1ムー当たり粗収益は672元になる。1ムー  

当たり所得は粗収益から物財費196克と減価償却費5元  

を差し引いて471禿で，戯家1戸当たりにトウモロコシ  

からの所得は565．2元であった（豪7，園2）。   

2）商品作物 …－ 煙軍   

機革は江頭村の主賓な商品作物であり，悠久な作付の  

歴史を持ち，菅ほ唯山の家族経常の現金収入源であった。  

ここ数年，畑の漉漑条件の改贋に伴って煙翠の品質も向  

上し，申，上等煙輩の生産蜃は85％以上に適しており，  

作付商機も稲作，トウモロコシよりそれぞれ31．7％と  

35％上回った。戯家1戸当たりの作付面積は2．5ムー，  

壬l三度駿は2弧51くgであった（袈4，6）。   

i髪璽1江頭村と婁絢省戯対の】．人当たりの咋閲頑瀾の比較  

注）江頭村19鋸、1995、1996勾三『磯村ヨ蓬層 統語〉卜年報総合  

和裁』と1995、】997年『慧繭省級長ノ㌢年鑑』による。   

2）伝統的循環型威光   

化学肥料は高くてこの村の戯家は依然として伝統的な  

彪法を継絞し，複合農米を発展させており，緋椰と畜産  

部門の閣での物質の循環的な利用が行われている。鹿家  

が豚，牛を飼発する‡ヨ的は食用，販売，使役のみならず，  

厩肥を作ることである。農家は生産したトウモロコシ，  

小変を腺の飼料として使っている。トウモロコシの晩  

稲賽，愛機遷都かく切って牛の飼料として使ったり，豚  

魚 牛舎の敷き料として利用したりしている。家畜の糞  

尿及び愈鞄作物の楓 賽など畜舎の敷き科すペては厩肥  

を遣る良い素材である。これらの素材を畜舎から出し，  

水田（畑）の側に運び，積み込んでから，表面に泥をか  

けると，素材に巣食っていた発酵蘭の動きで急速に発酵  

し，分解してい轟，1ケ月後，完熟にして良い有機肥料  

になる。rH牛1鼠 豚1頭がそれぞれ右000i唱，2，500  

kgの有楓即斗を生み出すことができる。勿藷ぬ，戯家に  

よって畜舎に赦重科を穏む蔑が異なるので，厩肥駿も異  

なってくる」と村長は述べている。   

鹿家の食椒作物と家畜の伝統的なやりかたは，手間が  

かかって労働法癌性が低いが，厩肥の使用は，結果とし  

て美い、自然畷墟の保護，土壌団粒構造の改善，地力の  

維持，盛業の持続触こ盈姿な役割を果たしてきた。  

（2）主幹部門の所得分折IT）  

1）主な愈猟作物  

① 稲 作   

江頗村の農家1戸当たりの作付繭概ほ1．9ムー，生産  
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1ムー作付の費月封ま640禿であり（袈7），単収を95  

kg／ムーで計算し，1kg7．4元（1996年の市場側格）で  

売れば，1ムー当たり粗収益は703元となる。1ムー当  

たり所得は粗収益から物財費90克と減価償却費10元を  

差し引いて603禿で，戯家1戸当たりの煙草からの所得  

は1，507．5禿であった（敦7，図2）。   

煙草ほ労働集約的作物で，大旗の労働力の投入が必黍  

のため，労働力が余っている少数民族笈飼山村において  

有望な経営部門である。現在，戯も螢費なことは愈糠の  

増産を速成するとともに，土壌の改良，栽培技術の革新  

によって煙革の品質を向上させることである。   

3）畜産業 … 豚   

鹿家1戸当たりの販売可能な豚（150kgう は，年間3  

頭である。豚1頭を飼うコストは子條の買入価格120兎  

飼料トウモロコシ粉1401昭（1．45元／lくg），小変粉  

40kg（1．65元／】くg），糠360kg（0．2元／kg），粗飼料  

（豚乳甘藷，野栄の基等）5，000kg（0．03元／kgう，  

塩15kg（0．36元／l咽），燃料薪炭材1，000kぎ（0．1元  

／kg），労働日12日（10元／冒），畜舎の年減価償却蟄  

ユ0元，合計8弧8禿である。粗収名品は，ほOkgの豚を  

1i唱8元（1996年のず1寺頒価格）で禿れば，1，200元であ  

り，所柑は粗収益から物財費716－4と減価償却費10元  

を差し引いて椚3．6元となり，戯家1戸当たり豚の飼養  

からの所得は1，4犯8元であった（園2）。   

4）新しい経常部門の督戚  

① 栽染葦蚕の経済性   

a．栽桑の費用は，植付密度1，800株／ムーで桑を植  

えた場合，桑萬登鋸ま180元（0．1元／株が，桑は永年植  

物であるため，翌年から桑苗費はコストに人らない），  

厩肥5，000kglOO元化学肥料尿素200iくg400元，過燐  

酸石炭1501噌90元，労働日50E‡500元，合計1，270元  

（物財費770元，】塁】家労賃500元）である。輩の生産恩  

は5，000短／ムーで．1kg葉の生産コストは0．25元  

（物財費0．15元，l当家労賃0．1元）である。   

b．1kg生磯の費用は，椎蚕800匹2－2元（364匹／  

元），桑の輩24lくg6元（物財班3．6元，自家労賃2．4元），  

判ヨの労働lヨ5元，蚕室及び蚕網，箕など遭遇の減価償  

却費1元，燃料費0．5元，消毒剤フォルマリン0．5丸  

合計1鼠2元である。   

c．1kg盤繭の所得は粗収益14元（1996年の市場価  

格14元／kg）から物財費6．8元と減価償却費1元を差  

表71ムー当たりの桝種楽部門の所得（元）   

トウモ   
煙草   

ロコシ   

】．生産費（元）   647  260  376  640   

①物財蟄   175  110  196  90   

種菌（霧笛）費   8  30  20  

肥料（飼料）費  145  80  170  50   

戯薬普   6  10   

燃料費  30   

水利盈   10  

②減価償却費   20  10   5 10 

③労働蟄   472  150  175  550   

その内雇用労賃  40  

2．粗収益（元）  714  葦243・2  672  703   

3．所得（元）   479  123．2  471  603   

注1）村長と鹿家へのl用き取りによる。   

2）稲作の酢掛こ威光税（18元に相当する籾米12Ⅰ碩）を  

含めている。   
3）煙輩の物財敷こは種菌盈を含めていない。煙肇会社  

が無料で椰を提胡したためである。   
4）小変、トウモロコシ、煉肇の物財費には、水利禦が  

無料で、これを含めていない。   
5）緋椰塞各部門の減価償却費は投隼、すきなどの償却  

鷺ととらえる。   

図21戸当たりの家族遊楽経営ま潮灘脛の所得（元）   

注）村長と農家への聞き粗ほによる作成。  

し引いて6．2元である。  

1996年に生繭の生鷹巣は2，232kg，所掛ま13，838禿  

で．農家1戸当たり64禿であった（図2）。   



程  士国・大原興太郎   34  

は江頭1祉，2杜を，衛生・計画性督鼠は桃湾河沓作祉  

をそれぞれ担当している。戯民でもある各合作祉の幹部  

（祉鼠 金紗）は村幹部に協力し，1妙粁主会を開いて技  

術の措置を罵徹すると共に，合作枚の水利施設の背馳  

修繕を担当し，作物などの水需要に合わせて礫漑瀾水を  

供給している。社長と会計の補助手当は毎月金20元，  

補助金槻81くgである。この補助額礎低いように思われ  

るが，遅れている地祁の合作祉では潜通である。  

（4）鹿家へ提供された主な技術（稲作，煙翠）  

1）稲作農法   

稲作は優良品糀栽増と「双籠出梅」（双行数栽の‡乳植  

え方法）法に麓点を置いた。r‾双龍山海」とは，格瞞25  

cmの横穐を二つまっすぐ引いて区切り，機劇にそって  

基準（枠澗は9cm）となる萬を植えること，作薬者は  

それにそって械に移動しながら植付けする。この方法は  

潜の「満天屋」法（乱雑櫓）より，籾米が100lくg／ムー  

多く取れた。また異なる標高及び気候灸件に合わせた新  

たな優良品椰「楚梗17号」250ムー，「合系39号」100  

ムー，‡一連枚3号」50ムーをそれぞれ普及させ，優良品  

稀の普及率ほ100％に透した。   

2）焼輩の戯法   

優良品稽である紅大，K326，G28の普及に力を入れ  

て取り組み，函南には100％の紙袋爾菌をすすめている。  

即ち，1つ1つの紙袋に栄養士を入れてから播種する方  

法である。収麹よりは，品質を蔑視した施肥をするため，  

餐素を過当に抑えながら，リン，かj，微恩愛素肥料を  

施した。J矧花後は心血こよって花梗都を切除して，上位  

索の展開と充実を図っている。   

6．家族経営の輯型とその現状 一実態調査による－18〉  

江頭村の216戸の農家において，それぞれ，家族経営  

の実態が大きく異なっているが，生活水準によって大体  

3種類に分けられる。即ち温飽型の恩寵（食べ物，着物  

に関してほ支障がないが，お金の余裕がない鹿家），中  

流階層の戯家，愚かな鹿家であり，これらはそれぞれ戯  

家総戸数の40％，55％，5％を占めている。   

この分類と民族の関係について付言すると，15年前  

の「人民公社」時代に遡る。その当時，鑓應小隊（祝鼠  

合作祉）は農発生魔のj糾立として襖族，イ放と関わらず，  

その地域の労働力を組織し，平等に仕事を配分し，共同  

で農作業を行っていた。タき性労働力は1日働けば．10   

② 栄の植樹   

栗は植樹されてから，3年立っと，花が咲垂始め，8年  

立つと，51噌／株の収穫ができ，10年が立ってから徐々  

に生産期に入る。栗を植えてから5年以内は．牛などの  

家畜によって苗木が食べられないような管理が必要であ  

る。血般に，山野の開墾から，笛木を植えつけて収穫を  

始めるまで，1ムー当たり甫蟄は23．8元（植付密度42  

株／ムー，0．55元／株），また梅坪421ヨの労働が必要で  

ある。1ムー当たりの粗収益は，10年立つと2，520元，  

15年立っと4，200元に適するだろうと，予測されている。  

5．村及び合作祉の家族経営への支援   

（1）「綿嘗班」の役立   

掃薗班は文字通り，非識字者は文字の学習を通じて新  

聞，雑紘を淡めるようになるという勉強放である。江離村  

の40戚以上の労働力の60％は非識字者であった。彼らの  

大多数はl鋸徽弘 あるいは主な労働力として家族経営の主  

役を担っている。役場はこのような新胤 農業技術に関す  

る沓物・新聞・雑誌を読めない人間は，家族経営首うまく  

運営させないだろうと考えている。そこで1983年に掃討班  

を股立し，1996年まで80人以上の人を軍楽させた。掃商  

琉の先生は小学校の先生が兼任している。  

（2）成人文化技術学校の設立   

村は1995年に成人文化技術学校を数立し，村炭が校長  

を担当している。教師を麒の虚楽技術潜及センター，畜牧  

獣医所，煙翠会社，澄蚕実験所等から招かれた尊F‡里軋師  

が担当し，戯作薬の挙節に合わせて稲作，トウモロコシ，  

煙肇の栽培技孝吼 果樹の植樹及び養豚方法に関する講義  

を行っている。平均2ケ月1回親裁を開塾，毎堰＝7～48  

人の世滞王あるいほ脅壮年労働力が出席している。  

（3）技術普及における村及び合作社の幹部の役割   

新たな技術普及における江頭村及び8つの合作祉の幹  

部ほ，率先して自分の諦亀田に新技術を導入して試験を  

行い，地元の世帯主を組織して機種柑を個って見学して  

いる。しかも村の幹部は各団地ごとに普及を担当してい  

る。村幹部には，村長，党支部督紀，科学技術潜及員，  

治安艮，衛生・計画塗蘭蘭がいる。江頭村で，普及員は  

もちろん，他の幹部も技術の普及を担当している。村長  

は村全体の普及に取り組んでいる。党の沓紀は上村合作  

祉の普及を担当し，村の農薬潜及鼠はサラム合作祉とト  

ウラム1紙，2祉，3杜を担当している。また，治安鼠  
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分（1分＝0．1丸 70年代の水準），女性労働力は8分  

の給料があった。虚業生産，所得配分は平等に行われた  

ため，漢放とイ族の生活水準は格差なく，完全に・－一様で  

あった。しかも，洪族とイ族は雑属しているため，菅か  

ら，お互いに結婚するケースが多く，民族の関係は良さ  

そうである。だが，漢族はイ族の言葉を話すことができ  

ない。それに対してイ族，特に若者は漢語とイ語両方を  

講すことができる。  

1982勾㍉こ「家族請負経常費任制」の導入と 吾W人民公  

社」の解体にイ輿、，「山家一戸」の家族経営は戯米生産・  

戯村経済発展の主役になり，「多労，多得」（働けば，働  

くはど，所得は多くなる）は家族経営の共通の配分原則  

になった。そ・の後，10数年の発展・変化を経て現在で  

は経営主の意思淡瓦 経常管叢担の機力及び技術水準によっ  

て家族経営のレベル，部門が異なっているため，農家間  

に所得の格差が生じてきた。この格差は淡放とイ放の間  

にあるだけでなく，同じ民族間でも存宕だしている。   

－一一般的にみると，江頭1軋 2祉及び桃湾河合作祉は  

山掛こ位置するため，山頂にある上村合作祉，サラム合  

作祉及びトウラム1社，2礼 3社と比べると，遥かに  

交通の機が良い。しかも，授族が相対的に多い3つの合  

作社は背から村外の淡放と物々交換の習傾がある。この  

ような生産進級 民族の文化と習慣が異なっているため，  

家族経儲の導入以来，江湖村松戯家のうち5％を占める  

愚かな戯家に髄液の割合が相対的に商いのである。   

われわれは，この3種類の戯家を合わせて十数声調姦  

した。ここで，それぞれ，1つの実例を挙げて，実蔽的  

な分析を通じて，ダ込なったタイプの家族経虜の仕組み，  

主幹部門，経営方針を考察し，さらに問題点，戯家の葱  

求を明らかにし，少数民族磯村家族経常の未来像を検討  

してみたい。  

（1）温飽型戯家の実像   

＜事例1＞イ族鹿家：胡容和  

1）家族の状況   

上村合作祉の胡穏和氏の家に家族5人が‡司居している。  

胡氏ほ1993年に弟と分家をしてから－母親を自宅に引き取っ  

て面倒を見ている。父鰍ま弟の家に住んでいる。胡氏■山家  

の家族労働力は盛業だけに従軍している（表8叫1〉。   

2）恩地，戯磯貝及び耕作状況   

胡氏家の耕地経営面概は元々の猶免田（畑を含む）  

4．6ムーの外に，1994年以来，山地を2ムーの畑に開墾  

表8州－1 胡氏の家族構成  

氏 名  年 齢  最終学歴  農業従軍目数   

胡容和  四  中 学  300日以上   

姿   35  ノト 学   同 上   

炭 タう  18  小 学   同 上   

次 男  14  中学生   手伝い   

母 親  70  非職字   手伝い  

注）胡氏へのlま釘き取りによる  

し，合計6．6ムーである（表8－2）。江滅相には広大な  

山地があり，村民は自由に山地を閻魔できる。   

農機貝は人力風車（94年に70元を払って村外の大工  

に作って罵ったもの）と足踏脱穀機（86年に250元を  

払って貰ったもので，弟とこれを共同で使う）があり，  

さらに牛2豆gi（1994年に信用合作放からの倍金500元  

で罵った役牛）がいる。   

愈撞作物としては稲作 小変とトウモロコシを栽培し  

ている。商品作物は煙肇だけを栽培している。1996年  

の稲作作付は，3月下旬に播種・暫苗，5月中旬に役牛  

で緋起と整地 20目に！乳糖えであった。3，1ムーを手植  

えするため，胡氏の妻，お母さんを除いて親戚或いは近  

隣の人と「換工」を通じて4人の人手を貸してもらって，  

共同で4El問の作米が行われた。6乱 7月に2恒！の追  

肥を行うと共に，除草，薬剤散布をした。10月初めに  

鎌で収穫，足踏脱敷機で脱赦し，人力風車で籾米と賽な  

どを選別してから，梢米を家の庭の地面に広げて自然乾  

燥した。その後，隣の精米機を持った戯家に頗んで，  

2．4元／100kg（籾米）で精米をした。   

トウモロコシの作付は，新たな開墾の2．2ムーの畑で  

行われた。4月下旬に牛によって整地 5月上旬に隠払  

下旬に追肥，6月に除乳 7月に追肥と除草，11月に収  

穫であった。   

小変の作付は，11月に綿樺，翌年4月に収楼であっ  

た。   

3）生産物の販売，利用及び家族経営の税金収入   

生産した籾米償ト・郎を燵薬税書 有料義務観として国に  

払い，残りは自家消禦米，自由販売米にしている（表8附  

2）。米などの販売或いほ固へ払う際，胡氏と長男は督  

kgの米（小変）を背負って下山し，山腹にある村役場  

に着いてから車に発って，6lくm離れている通家店食槻   
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豪8…h2 胡氏の家族戯菜経常の現状（1996年）  

項 ＝  （ムー）  （頭）   （kg）   （kg）   （元）   

田   3．1  項‡∃   面  積  家  畜  塗．産数  販 売 蒐  賑 発 噸                排水   柵 地開墾地    1、5 2．2  
3．1  1，500  

作   
1．5   270   

トウモロコシ  
付  

2、2  770  

小  変  2．5  375   

家  豚  4  

畜      役  牛  2  

有料教務捜（籾）  66   100  

版  白  楽  300   630  

煙  草  270  1，332   

変  
怒£汐 凶  小  200   280  

百三1）表8仙1注）と同じ  

注2）戯米税は樹136kgである。   

管理所に売りに行く。荷物の運賃は1元／50kg・，1人分  

の往復運焦は4元である。   

生産したトウモロコシは敷物粉砕機を持っている戯家  

に顆んで，1．2元／100kgtの値段でトウモロコシ粉にし  

てから，豚の飼料として使っている。小変の生産應  

375kどのうち，2001くg（1．2元／kgうを売って，残りを  

飼料として利用している。トウモロコシの梓，稲賽，愛  

賽を牛の飼料，或いは，豚舎，隼膚の敷き料として利用  

している。   

煙撃の作付ほ，胡氏家放線営の主な現金収入源である。  

1996年に家族経常の現金収入3，192元のうち，煙草か  

らの収入は1，332元，41．7％を占めた（表8－2）。  

1996年に豚4頭を飼っていたが，販売と自家消費の  

豚はそれぞれ1頭ずつで，出欄率は50％であった。ま  

た，期ま2頭いるが，光らないで役牛と「造兼」の道具  

として使われている。1996年に釆を70株以上，胡桃を  

17株それぞれ植えた。   

胡氏は次のように述べている。「ダムを築造する前に  

は．毎年半年分の食槻は，固からの返納栂に頼っていた。  

現在では，お金はないが，愈橡は少し余裕がある。1994  

年に信用合作社から2，000元の捨金をして，自宅を建て  

て牛を2党員買った。しかし，まだ1，000元の借金が残っ  

て返せない」。   

胡氏は煉乳 食機と豚を売って，血定の現金を手に入  

れているにもかかわらず，化学肥料，種子，小豚蟄等の  

物財費及び子供の授業料（200元／年）を除くと，残り  

はごく少しである。   

胡氏の家族経常は上村合作社の23戸の戯家のうち，下  

位から3，4番目に位置付けられている。江溺村全体216  

戸の戯家からみれば，下位から16番である川。 現地調  

査からすると，温飽型家族経儲の主な特徴は次のようであ  

る。①経営主の技術水準と経常・管理能力の低さである。  

例えば，胡氏ほこれまで難を飼っていたが，病気で全部失  

い，また養蜂をしてみたこともあるが，成功しなかった。  

②経常の某幹部門は狭い耕地での食綬作物を立とした生  

産性の低い緋種紫に集中しているため，養蜂葦義，戯産  

品加工などの多角経営が進まないなどである。  

（2）中流階層の鹿家像   

＜事例2＞イ族戯家：楊宥恕  

1）家族の状況   

江頚2合作祉の械氏の家は，盛男が箋1£隊に入隊して家  

から離れているので，現在は家族4人が同居している   
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1996年の夏作物として，稲作「楚枚」品穫の作付面  

積が4ムー，トウモロコシが2ムー，そのうち1ムーの  

醜聞に大豆を植付ける間作が行われた。間作1ムーの生  

度盛はトウモロコシ‘主50kg，これは単作5501曙／ムーよ  

り100kg・低いが，大豆を110kg収穫した。甘藷は1．5  

ムー，6月中旬に摘閲し，3ケ月後，茎葉を切って豚の  

飼料として使い，11月に収穫した。煙輩の作付面積ほ3  

ムーであった。冬作物小変の作付蘭概は3ムーであった  

（豪9…2）。   

また，楊氏は桑㈲を3ムー持っており，典薬の単収は  

5，000kg／ムーである。1995勾封こ春蚕（4月～6月），夏  

蚕（7月～8月），秋蚕（9月～10月），晩秋蚕（11月～  

12月）4回の滋養を行い，生駒の売上は1，200元であっ  

た。1996句りこ生繭市場が不漁気で，労働力不足の影響  

を受けたため，養蚕をしなかったが，桑園の桑の畦聞又  

は株問に甘藷を植付け，間作のせ藷の長一ま収は8，50kg／  

ムーであった。柴木も107株植えた。  

表9山1楊氏の家族構成  

注）楊氏への聞き取りによる  

（表9剛1）。   

2）戯地及び多角経営状蘭   

家族経常の糾地雨積は，1982年に合作祉の耕地を1  

人当たり1．3ムー（‡君1ムー，細川義3ムー）で7．8ムー  

を紳ナ負った。しかし父親は1988句りこ亡くなったので，  

1991年の鹿家への消色調矧時に，1．3ムーの購負潤（畑  

を含む）を合作社に返した。現在，6．5ムーの請負閏の  

ほかに新開聖地が4ムーある。  

表9】2 揚氏の家族恩基経醤の現状（1996年）  

面  積  家  畜  生 塵 恩  販 売 腰  販 売 額   

（ムー）  （頭）   （kg）   （kg）   （元）   

緋水  田  

畑  2．5  

地開墾地  4  

稲  作  4  2，000  

作 煙  輩  3  540   

ト ウ モ ロ コ シ  2  1，100   

付 小  変  3  540   

甘  蔀  L5  

豚  
家  

役  牛  

畜髄  属  

有料養務麹（籾）  162   250   

版  白  米  360   756  

煙  草  540   3，000   

小  安  150  

売  豚  3  426   3，400  

髄  鷹  300   

注1）嚢9棚1日三）と同じ  

注2）戯莱税は籾138kgである。   
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袈9仙3 楊氏の家族駿米機械の所有及び利用料の収入   

購 入 年  購入額（元）  耐用年数  利用料（元）   

頓i∃ 機械            足踏脱敷機  1982  ぎ 210  20    吸い上げポンプ  1992  1，700  15  360  精米粉砕原動機  1995  5，000  15  】50  
注）表9柵1ね三）と同じ  

3）戯米機械の所有及び利用   

楊氏は麗廃品加工機械（原動観 相米機敷物粉砕機）  

を持っているので，稲の籾胤 小変の製粉などを自分で  

行っている。しかも周りの加工機械を持っていない駿家  

のため，賓別習等の加工を行い，一定の手数料（籾米2．4  

元／100kg・，小変4t8元／100i（g）を稼いでいる。また，  

自家用ポンプで他の農家のために，銘水による柵の漉漑  

を行い，その手教科（8元／1時間）を手に入れている  

（表9仙3）。   

4）生産物の販売，利用及び家族経営の現金収入   

生産した食糠のうち，汎 小変の血部を売った以外，  

他のものは発らなかった。甘藷，トウモロコシを豚の飼  

料として使い，大豆を粉砕機で粉にして豆腐を作り，ト  

ウモロコシの梓，稲賽，変革，大豆賽を粉砕にして牛，  

駿馬の飼料として使うなど，副産物をうまく使って複合  

盛業の利点を遇究している。  

1996年に家族経常の現金収入は8，426元，そのうち，  

緋種薬からの収入は4，216元，50％を占め，家畜から  

の収入は3，700元，43．9％を占め（表9…2），盛業機械  

の利用料は510元，6．1％であった（袈9－3）。   

楊氏の家族経営水準は江頑2合作祉の58戸の戯家の  

内，20番目に位置付けられる。江滅相全体からみれば◆  

中上位の水準である。   

中流階層の家族経償の主な特徴は，①開墾，受託，間  

作などによる耕地の経営規模の拡大及び利用率の向上，  

②甘藷など飼料資源の増産による豚など家畜の飼巻頭数  

及び貼荷恩の増加，或いは滋蚕，澄雄による多角経営の  

展開，③小型虚業機械設備を持って簡単な戯産品の加エ  

ができることである。  

（3）愚かな鹿家像   

＜実例3＞漢族鹿家：王永超  

1）家族の状況   

江頭2合作祉の王氏の家は，良男が家から遠く離れて  

いる楚雄工業率門学校に適っているので，家族4人が同  

属している（表10…1）。  

表ユ0山1王氏の家族構成  

注）王氏へのlまf！き取りによる  

2）戯地，耕作及び虚栄磯絨の状況  

1蘭2年に1人当たり1．3ムー（田1ムー，相愴3ムー）  

の基準で江頭2合作牡の耕地を6，5ムー諦け負った。後  

に母親闇亡くなったにもかかわらず，長女を生んだので，  

1991年の鹿家へ酒色調整時に彩管を受けなかった。ま  

た，1998年から山地を7．5ムー畑に開墾した。1996年  

に夏作物の作付面積は，稲作4ムー，トウモロコシ4ムー，  

甘瀦2ムーであった。冬作物の作付面積は，小変2．5ムー，  

大変1ムー，空豆1，5ムーであった（表10…2）。また  

柴を250妹植えた。1996年に長男が進学して家を離れ，  

労働力不足になったため，残りの3ムー排他什椚ムー，  

畑2ムー）を別の戯家に委託しており，これまで地代を  

取らなかった。   

王氏の家は足踏脱穀機，精米機などの戯米機械沓持っ  

ているから，籾摺，飼料粉砕などを自らで行っている  

（表10w3）。   

3）醸造と養豚   

王氏は生産した愈槻のうち，米の山部を売った以外，他  

のものを自家の愈月］槻，醸造の原料及び飼料として使って  

いた（表10血2）。披は1992勾封こ小さい醸造所を股立した。  

発酵乳 非留機，託親機，酒客器などの固定資産への投   
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表10002 ヨ三氏の家族愚衆経営の状況（1996年）  

項 目  （班）   （kg）   （短）   （元）   

項 ＝   面  積  家  畜  生 産．敬  販 売：済  販 売 砺                緋水 田  州 地開墾地             稲      作       2，250   
大  変   

付  甘  藷   u    作  ト ウ モ ロ コ シ  田   1，500    小     変  2．5   625            口   150           田   6，000    空      豆  1．5   225  家 畜  豚    3ノま        販 通反 ブこ  有料義務轍（籾）      緬  】36  170   白     米     1，50D  3，150   豚  
注1）衣10仙1注）と同じ  
注2）虚業税は籾171kgである。  

資ほ12，000元で，耐用年数は20年間である。醸造の原  

料である小変ほ，自家生魔の625kg以外 毎年1．6元／  

kgの値段で10，000kgi購入している。大変も磯造の原料  

として使われている。礎用労働者が1人おり，その月給は  

200元であるが，ま氏の家族と心緒に暮らしているため，  

食事と宿代は免除されている。ユ996年にお酒を6，000kg  

製造し，出酒率（小変1kg当たりのお酒の産出應）は60  

％，売上げ（4．6元／kgうほ汎600元に適し，可処分  

所得ほ6，732元であった（袈10山4）。   

加工剤捌勿利用による基豚。蘭蘭後の変の搾り柏は豚  

の飼料として佼われている。1996年に重民は34頭の豚  

を飼っていた。豚の飼料は変粕を除いて，トウモロコシ  

3，750kgが必要で，自家生産の1膏00kg以外，付近の  

戯家と，トウモロコシ5．4kgと酒1短の割合でトウモ  

ロコシを2，250kg交換した。3，7501噌トウモロコシの  

うち，2，5001くgをトウモロコシ25kg：濃厚飼料1袋（5  

元／1，250g）の割合で，浪厚飼料と混ぜて配合飼料を  

作った。甘藷は粗飼料として使っている。変相ほ無料で  

飼料として使われているため，巷豚のコストは他の農家  

より随分低いということが分かった。キ豚の所得は9，000  

元に適した。  

寂10山3 ヨ三氏の家族農業機械の所有   

軌年  購入額（元）  耐用坪数   
機械   

220   20   

410   15   

1，200   

15   

180   項＝   要      足踏脱製織  1986      穀物粉砕機  l．989      原 動 機  220   

注）衣10一肘1注）と同じ  

4）家畜糞尿利用のメリット   

34頭の豚は，毎日，1201噌の糞尿を排出した。それ  

ほ発酵させた後，厩肥として乱 畑に返された。このよ  

うに変相などの別産物はすべてうまく循環利用されてい  

る。   

醸造所を作る前に，毎年愚衆生産に使われた化学肥料  

は，過燐敷石灰10袋，尿紫10袋，石灰窒素6袋  

（501噌／1袋）であったが，今は，尿素4鼠石灰窒素4  

袋があれば，充分できる。三E氏は醸造所を作ってから，  

愈槻，肉豚がいずれも愚作だと胸を張って語った。   
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表10004100短酒の所得  戯家は虚業あるいは桝種共に従軍しながら，戯外座薬を  

経営しているため，現金収入は戯楽しか従事していない  

農家より，遥かに多くなっている。   

つまり，上述した3つのタイプの差ができた要因ほ次  

のようである。①経営韮の偶人の経営管理能力が異なる  

こと，②市場の詔栗巷めぐって多角経登巷行うかどうか，  

特に燵外産米を発展させるかどうか，③独特の技術があ  

るかどうかなど。ここで注憩を要するのは，＜事例1＞  

の耕さんが中学卒で揚氏，王氏より学歴が高いが，個人  

の資質としては実際の経営儲瀾の能力が低い。血般的に  

いえば，労働力の学歴は経常管理機力の向上と関係があ  

ると思われるが，この例のように学歴が高くても，経常  

管理の水準は必ずしも高いとはいえない準例がある。  

ア．家族経営向上の主な制約要因  

全般的に見れば，全村216戸戯家における5％の豊か  

な戯家を除いて，ほとんどの農家の家族経習は比較的に  

低いレベルに属している。その主な制約要因は次の三つ  

ある。  

（1）労働力の質の低さ   

江藤村では，特にイ族が集居している上村合作祉，サ  

ラム合作軋トウラム1，2，3合作祉（表4）の場合に  

は，歴史，地理，民族進化の遅れ等の影響を受け，労働  

力は三つの特徴を持っている。   

一つ目は，主に学歴にみられる文化程度の低さ。江滅  

相558人の労働力のうち，高校卒1人，中学卒24人以  

外 残りはすべて小学卒業と非識字者である。特に村労  

働力の53．4％を占めている5つのイ族炎屠の合作社に  

は9人の中学卒を除いてすべて小学卒基と非識字者であ  

る。   

二つ削ま，自給箋∃足を当然とする習慣的な窓識。晋，  

イ族山村は盛期機外界と隔絶した状態に置かれており，  

村人は「自給自足」を当然のこととしていた。ここ10  

数年乳「改乳 開放」が進むに伴い，恵織の変化はあ  

る程度見られるが，抜本的な意識革新はできていない。  

上村合作社の楊有聡社長は，「50年代，1人の脅年が募  

兵に応じ，軍隊に入隊して家を離れていた以外，40数  

準瀾】以風 上村合作祉96人の村民に外へ出た人は1人  

にもおらず，村民の視野は非常に狭い。」と語っている。  

世帯主は子供の入学を望まず，学校に入っても何も役に  

立たないと考えているケースが多いのである。このよう   

物 財 鷺  321．6元   

① 小 変  267．2（1．6元／1くg）   

（診 酵 母  8（4元／i唱）   

③ 石 炭  22．4（0．28元／厘）   
④ 米 糠  10   

⑤渚材料  田   

⑥減価償却  妄12   

両川 労 惜  20元   

税  金  6．2元   

売 上 げ  460元   

可処分所得  112．2元  

注）袈10皿ユ臼≡）と同じ  

5）新たな部門の開拓及び家族経営の現金収入   

王氏は，1996年に7方元（その内建設銀行からの借  

金2万元，自己資金5万元）を投じて，家の近くに副食  

品発店を開いた。父親がその店の販売を担当しており，  

婁と長女も手伝っている。三箋三な販売品は，徽眺漬物，  

砂糖，塩，醤油，酢J煙摩及び篭灯，鋸肇などの日常用  

品である。1ケ月の販売額は約2，000元，営業税は87  

元で，所得は販売頗の15％で試算すれば，300元である。   

重民の家族経常の年間の売」こげは92，120元に透した。  

そのうち，桝種塞（有料義務観1一首米）は3，320元，3．6  

％を占め，豚は37，200元，40．4％を占めた（表10冊3）。  

その他慮外事薬として醸造は27，600元，30％を占め，  

′ト兜兼は24，000丸 26％を占めた。江頭村で什・番愚か  

な鹿家といわれている。   

将来について，三‡三氏は，次のようなことを考えている。  

醸造所の規模を拡大させ，酒の年度出盛は10，000kgを  

目機とし，豚を50頑飼餐する。更に燵楽経営の規模を  

縮小して．日ヨ園1ムー，野菜尊用地0．6ムー，鰯柑ムー  

（トウモロコシ2ムー，骨蘭1ムー）を残し，他の9ムー  

余りの排他を別の農家に委託して，豚の糞尿を無償で提  

供する。委託される農家は三E氏に生産盟の40％（少し  

商すぎると恩われるが）を地代として払う以外，残りを  

自分のものにするということである。   

江頭村では吏氏の家と同じようなレベルの戯家は他に  

はないが，精米所を持っている鹿家，自動磯既修哲！を兼  

業している磯風トラックを持って運送に桃わる農家，  

山定の規模の葦責頚蜂の鹿家がいくつかある。それらの  
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盛んになることが期待されるが，そのための励も大きな  

課題は遠路の整備である。  

8．少数民族地域における農家・廃村の将来構想   

（1）農家の将来構想   

調凌申で，異なったタイプの鹿家は将来についての考  

えにかなりの開きがあることが感じられた。そ・れは大体  

2種類に分けられる。  

1）中流階層或いはそれ以下の戯家   

このタイプの鹿家は山地の開墾，受託による経営耕地  

面積の拡大を目指し，規模の拡大を通して生産構魔の調  

搬，生産性と所得の向上を実現しようとしている。〈実  

例1〉と〈実例2〉のような戯家では，将来，稲，愛な  

どの収駿を向上させ，そして現金麓得の手段として，煙  

乳 栗，胡払 豚など部門にカを入れようと考えている。  

現段階で，愚民が虚業，特に家嵐 養蚕寒蜂及び果樹技  

術へのサービスの供給を強く望み，家族多角経常を展朋  

しようと思っていることが明らかになった。   

2）愚かな鹿家   

このタイプの鹿家は，戯莱を経常しながら，戯外産米  

を営んでおり，戯外座薬の生産性が商いため，経営の東  

点は徐々に戯淡から，他塵髄に移る傾向を示している。  

〈実例3〉の鹿家のように，将来，食糠坐魔の目的は，  

家族の食用と家畜の飼料用だけであり，余っている耕地  

を別の戯家に委託し，その産出盛の山部を地代として受  

け取るi9）。このような家族経常の主幹部門は，餞鼠 自  

動寒の修理，運送，戯魔物の加工等である。  

（2）慮村の将来構想   

少数民族L摘締撒揮近郊慮村，漢民族地域の戯村と異  

なっているから，将来，商品経済の発展上，独l≡】の遺を  

辿るペきだという村長の考えであった。  

1）地元の比較優位な資源の開発   

ここ数年来，村は上級政府の援助の下で，栗，胡桃の  

開発にカを入れ，取り組んでいる。1996年において農  

民ほ米を1ムー植えると，20元の補助金を得た。陛】地  

の植樹を励むため，村は1997年に同じところで30ムー  

以上の釆を植えた戯家，或いは鹿家連合体に30元／ムー  

の補助金を払う措置を取り入れた。胡桃の接ぎ木にも1  

株が生存すれば，3元の補助金を払うことにした。村は  

2000年において総植樹蔀硫を柴1，000ムー（1人当たり  

1ムー），胡桃500ムー（1人当たり0．5ムー）にする目   

な伝統的な意識は，経済の発展を強く制約している。江  

頭村の87戸の「温飽型」戯家はばとんどその5つのイ  

放念作故に集中しており，傾かの10数人の出稼ぎ者も  

他の3つの漢族合作祉の出身である。   

三つ目ほ，技術の乏しさ。ここ数吼 村は鹿家に養蜂  

を呼びかけながらも，技術の問題で，少数の戯家を除い  

て全般的に見れば，うまくいかなかった。近年「白慾柄」  

という蜜蜂の幼虫病が流行しており，なかなか予防・治  

療できないため，死亡率は高く養蜂鹿家は規模を縦小し，  

虚家数も36戸から16戸に減少した。江頭1合作社のイ  

族張巣食さんは1991年に山で野生の蜜蜂巣を見つけ，  

それを自分の家に引き揚げて寒殖した。1995年に巻線  

は20群に達し，蜂蜜の売上げは2，000元であったが，  

1996年に病気のため，蜜蜂は15群に減少し，蜂蜜の売  

上げは700元にダウンした。難は江頗相磯家の伝統的な  

寒砥部門であり，乱「家家戸戸」は数羽の鞠を飼養し  

ていた。しかし鶏のニューカッスル病で，魂在はとんど  

の鹿家は鶏を飼うにも飼えない。  

（2）村，合作社の戯家への生産サービスの弱さ   

江頑村はここ数年，作物新品報の導入，優良な魔法の  

取り入れについて力を入れて取り組んでいる。しかし，  

集団の郷銭金楽がないため，札 合作社の経済力が比較  

的に弱く，鹿家に対して鹿産品の生産から，加工，遜送，  

販売，貯蔵までのサービスを供給することができない。  

しかも村に威光技術普及凪が1人しかいない。遥蜂巷霹，  

家畜飼餐，栗，胡桃の植樹など家族多角経営の展開に応  

じて必要とされる普及凪が1人にもいないのである。  

（3）道路の未整備   

江頭村は水不足の問題を解決したうえ，1996年に電  

気も「家家戸戸」を回って通るようになった。しかし道  

路の建設は立ち遅れており，このことが経済発展の支障  

になっている。山の上部に位霞する上軋 サラム，トウ  

ラム1，2，3の五つのイ族合作社ほ道路が適っていない  

ため，地元の戯産品の出荷と商品の購入を行いがたいの  

である。村民は＜実例1＞に述べたように戯産品を売る  

とき，売り物を背負って3kmくらいを下山し，村の役  

場に着いてからトラックに来り，6km離れている趨家  

店市域，或いは331【m離れている大挑県の町に売りに  

行く。山地においての巷豚，植樹が進むに従い，山地経  

済は閉鎖的自給自足経済から開放の商品経済に変わりつ  

つある。その流れに沿ってLL！地と平地の交易は掛1将来，  
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礫を立てた。   

村は，養蜂が地元の蟄富な野生植物資源の開発に当たっ  

ている「投入小，産出大」の部門だと考えている。養蜂  

技術の向上に取り組むうえで，できるだけ毎年養蜂尊賽  

農家を20戸ずつ，蜜蜂を1，000瑠（箱）くらい増やそ  

うとしている。大眺県政府は江頭村を蜂蜜の生産数地と  

して扱っており，1998年から毎年財政投資50万元の計  

画を立てた。親政階では，普通農家の養蜂技術の向上を  

・層早めるため，村はとりあえず，地元の滋蜂技術が高  

い燵民を溝師として，成人文化技術学校に招いて特別講  

裁を行うことにしている。   

つまり，比較優位資源の兼中的，団地的開発を通じた  

一定の頬職沌持つ∃三碑務蛋門の脅威はだ－二頭村経済の持続的  

な発展期に菟嬰な役割を果たそうとしている。   

2）労働力派遇による人材の脅威   

少数民族山村経済の間紙独を打ち破るため，地元の脅  

壮年労働力を組織し，「労務輸出」の形で都市近郊題村  

郎などの相対的な先進地域に働きに出る計画がある。彼  

らを現場で働かせながら，さまざまの技術を身につけさ  

せる予定である。将来，これらの浄準玖 村に戻ってか  

ら，麟鍍金業の発展の先頭に立つ人になることを期待さ  

れている。   

3）尊作戯家の育成   

現在の家族経営は稲作，煙欝などを経常しながら，晩  

年を飼っている。また，山部の威家は養蚕養蜂を行って  

いる。1つの農家はいろいろな部門を経営しているため，  

家族の労働力は過麓になりがちで，鎮座技術の向上も難  

しく，生産性は砥いものである。村幹部の…－部は将来，  

商品経憐の発展に従って耕種，家敵，果樹，賽蚕，養蜂  

など部門に分業特化する必要があり，それぞれの経常部  

門に特化する噂作農家を督成するという考えを示した。  

g．まとめ及び考察  

中l藁！で寅陸1地区といえば，「老・少・辺・窮」地区  

（旧革命根拠地，少数民族地区，辺境地区，貧困な山間  

地）である。江頭村は少数民族貧困地域として一定の代  

表性がある。農業・農村経済発儲の担い手といわれる家  

族経常への実雛研究という視点から，これらの地域遷楽・  

感材経済の特徴，閲題点，将来構想を検討することば蔑  

要である。そして，今回の実態調魔の結果を整灘した上  

で，肇繭省毘明市の近郊戯村の調査結果El）と比較するこ  

とによって，以下のことが明らかになった。  

① これらの地域は，経済の発展を加速させるため，独  

‡当の優位資源を合理的に開発し，特踵物を作ることが蛮  

黎である。江溺村は，村の実情から，水利，魔気の基盤  

建設に力を入れて取り組み，食榎，豚，煙肇を発展させ  

た。しかも，単純に先進地域の戯村を霧似ないで，広い  

山地の開発に乱さまをおいて養蜂，養蚕，及び栗などの果  

爛儒】を組み合わせた多角的経営を展開した。その紙製，  

庖民の生活がある程度向上した。   

これに対して，都市近郊戯村は．都市に隣接する有利  

な条件を利用して，集Ⅰ溺郷鋏企米を螢点にして，威村経  

済を発展させてきた。つまり，この少数民族矧園地域楓  

都市近郊にみられるような集団郷鶴企楽がほとんどない  

ため，その地区の自然食件や民族の習慣や文化に合わせ  

た事業艮家族経営で発展させることが蔑も可能性ある発  

展と考えられる。  

② 労働力の質の低さ，普及鼠の乏しさなどは，矧緋也  

域の共通の制約賓l糞1である。これを乗り越えるため，様々  

な方法を採る必要がある。江頭村は，成人技術学校を作っ  

て，戯戯栗普及所などの尊門技師を招いて戯民に科学技  

術を教えること，地元で土着技術をつくり上げた戯民の  

巷蜂家を購師として，招いて特別鴻義を行うことにして  

いること及び労動力の派遣による人材の爾成などが注目  

される。しかし，都市近郊戯村では，郷鋳金光の発展の  

ために，大学や国営金光の軍門家世塵いたり，戯兼技術  

者を省の戯米科学院に派遣して新技術の導入を図ってい  

る。このことから，少数民族地域では，資金不足ために，  

都市近郊戯村に比べて，新技術の導入や人材育成が困難  

であるので，都凍や政府からのさらなる支援が必要であ  

ろうと考えられる。  

③ 小規模な家族経営は，依然としてこれらの地域の経  

済条件に適合している。これらの地域には第2次及び第  

3次産業の発展が遜れているので，労働力の受け皿がな  

いだけでなく，鹿家が大規模経常を行う能力も低い。江  

東村農家のように，耕種，畜鼠 果樹など部門に力をい  

れて多角的経営による所得の向上を目指すことがより現  

実的である。山方，都市近郊適材でほ，労働力の約80  

％が郷鎮企業で働いており，戯光に従事する人が少ない  

ので，村の耕地を虚業組あるいは両部の戯民に番托して，  

大規模経常を行う傾向にある。しかし，少数民族地域で  

は，ほとんどの人が第血次産業に従事しているので，大   
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規模経常への発展はかなり難しいと考えられる。  
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要   約  

本研究は，江頭村の実態調悉を通じて少数民族貧困地  

域磯村経済の発展・変化の過程を考察した。特に個々の  

農家を対象に，異なったタイプの家族経営の特徴，問題  

点，経営主の意向などを集配分析した。主な結果は以下  

の通りである。  

（1）生産基盤の強化，多角経営の展開である。江頑村  

は水利，電気施数の建汲に椒り組み，戯他の池漑条件を  

改溶した。それに従い，愈栂，健翠の発展が促進された。  

そのうえ，巷豚，番蚕，養蜂及び栗，胡桃園の建設は相  

次いで行われている。  

（2）異なったタイプの家族経儲の主な特徴は以下のと  

おりである。①温飽型の鹿家における経営管傑水準の低  

さと，緋種業への過度な集中，②1二日矧階層の戯家におけ  

る技術の向上と耕地の拡大による食糧の増産及び養豚，  

或いは養蚕，養蜂による多角経営の展開，③愚かな磯家  

における醸造，或いは精米所，鶉の修測量等，農業部門以  

外の経常の進展である。  

（3）家族経営向上の主庵制約要屡lは，労働力の質の低  

さ，村・合イ乍祉の農家へのサービスの弱さなどである。  

（4）戯家の将来構想については以下のとおりである。  

中流階層及びそれ以下の鹿家では，緋地経営面積の拡大   

引∃指し，稲などの収駿を向上させ，そして現金獲得の  

手段として煙箪，栗，胡桃，豚など部門に力を入れよう  

と考えている。豊かな農家でほ愈板生産を‡ヨ家消費用だ  

けにとどめ，家族経儲の蔑点が戯塞から，他藤並に移っ  

ている。  

注   

1）参考文献［1］p267～269を参照。  

2）参考文献［1］p262を参照。  

3）中国では家族讃密漁練営という用語がよく使われるが，  

これは土地が旅団所覇であって，その土地を家族が  

冨削ナ免うということを示しており，‡ヨ本で使われる  

言背負経営のように戯家聞で経営や作業を受委託する  

こととは全く異なるので，誤解を避けるために基本  

的にほ「家族経営」の用話語を用いる。  

4）参考文献［23 を参考。  

5）参考文献［3〕を参考。  

6）参考文献〔4］p231の引用。  

7）参考文献［4］p232の引胤  

8）参考文献［5］各参考。  

9）参考文献［6］  

10）参考文献［7〕を参考。  

11）中国の各l引例乳 自治州，！知各県ほいずれも民族自  

治地方である。民族自治地方は，憲法の規定に基づ  

けば，区域自治毯実行する少数民族の集属する地方  

である。大別して3つの類型に分けることができる。  

①ユ少数民族の集居区を議妄執こして役立した自治地  

方。②人数が比較的多い1少数民族の集屠区点ぷ瀾  

にし，同時にその他の少数民族と淡族を含めて設立  

したi〕治地方。③2ないし3の少数民族の基層区を  

基礎にして，同時にその他の少数民族と磯波を含め  

て連合して役立した自治地方である。滋成美「8］  

を参照。  

12）参考文献［9コ を参照。  

13）参考文献［10〕を参照。  

14）江頭村の村長である賀薔武氏への聞き取り調凌によ  

る。  

15）江頭村の上村合作祉の社長である松有聡氏への聞き  

取り萌葱による。  

16）参考文献［16コ による。  

ま7）應家への経招き取りによる。  

18）潤悉の内容，項忍ば参考文献E】1コを参考。  

19）中陸】で慮村の耕地は袋‡瑚のものであるから，農家に  

とってそれを良洩に発質することができない。しか  

し，題家の閲の話し合いで，委託したり，受託した  

りすることが許されている。  

20）参考文献〔】2〕を参考。   
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21）参考文献［1乱 参考文献〔14］を参考。  
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